
様式第６号(第２条関係) 

委員会等の会議録 

 

 

１ 会議名 令和７年度愛南町自殺対策検討委員会 

２ 議題 

(１) 自殺対策計画推進状況報告 

(２) 令和７年度の取組について 

(３) その他 

３ 開催日時 令和８年２月 13日(金) 15時 00分から 16時 00分まで 

４ 開催場所 城辺保健福祉センター 創造交流室 

５ 傍聴者数  １人 

出席者 

６ 委員氏名 

長野 敏宏、猪野 ユカリ、石川 晴信、山口 憲昭、 

埜下 浩孝、村上 みどり、久保 可苗、倉野 豊成 

(欠席)清家 康之、伊井 まゆみ 

７ 担当所属 

所属名 保健福祉課 

担当職員 

(職・氏名) 

課長 中川 菊子 

課長補佐 荒地 ミドリ、長田 亜紀 

保健師 藤田 夏海、宮下 龍    

８ その他の

出席職員 

所属名  

出席職員 

(職・氏名) 
 

議事内容(次ページから) 

 



発言者 発言内容 

中川課長 

 

荒地課長補佐 

 

 

 

 

 

 

宮下保健師 

長田課長補佐 

 

荒地課長補佐 

 

 

長野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(開会挨拶) 

 

本会議の協議内容につきましては、要綱に基づきホームペー

ジで公開させていただきますので、御了承いただきますようお

願いします。 

 (委員紹介) 

では、協議事項に入ります。 

協議事項(１)、(２)について事務局から説明します。 

 

((１)「自殺対策計画推進状況報告」及び(２)「令和７年度の

取組」について説明) 

 

事務局から説明のあった計画の推進状況及び令和８年度の取

組につきまして、御意見等質問はありませんか。 

 

ここ数年、４年ですか、着実に現場で文化が変わってきてい

るのが感じられて、敬意を表します。 

本当に地道にやられていて、特に高校など学校に入ったこと

が大きいと思います。高校の先生も非常に熱心ですし、明らか

に一辺倒だったのが、優しくなってきたなということと、つな

がってくる方が非常に多くなってきたと現場で感じています。 

もちろんゴールはまだまだ遠いですが、この取組がずっと続

いていくと、大人になっていく中で社会の在り方が変わってい

くのではないかなと思っています。引き続き続けていけたらと

思っています。 

私も、この１年間生活が随分変わって、年間 300 人ぐらいの

初診の方と出会いました。 

もちろん、愛南町だけではないですが、随分傾向が変わって

います。その中で典型的な統合失調症の方で記憶にあるのは、

300人の内一人です。 

典型的な鬱病と診断できるような方も一人です。ほとんどが

何らかの生活環境、仕事の環境から大きなストレスを受けて、

メンタルのバランスを崩している方です。 

この対策の中で、視点を深めなければいけないと思うものも

あります。高齢者については、介護保険も含めて随分丁寧に入

るようになってきてますし、ゴールはまだ遠いですが生活困窮

に関する取組も進んでるので、子供については、発達障害のと



発言者 発言内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒地課長補佐 

 

ころも含めて丁寧に、着実に進んでいる印象があるのですが、

勤務経営対策のところがやはり弱い、一番危ないと思います。 

例えばストレスチェックが入っていますが、ほぼ形骸化して

います。 

ストレスチェックで上がったものが、相談につながっている

かどうかとても不安です。幾つかの契約をしていますけど、こ

こまで到達される方はまずいないです。 

後は、ありとあらゆる企業経営や行政経営、病院経営などが

厳しくなり過ぎていて、全くゆとりがなくなってるのをひしひ

しと感じます。 

そのため、一人にしっかりと休んでいただくことができなく

なってきています。その対策としても非常に弱くなっています。 

一番心配なのは、いろいろな所の相談を受けていますが、様々

な行政機関の職員に、余りにも負担が掛かっていないでしょう

か。 

休みが取れておらず、お正月も含めて、１年のうち二日か三

日の休みなど、想像を絶するようなお話をたくさん聞くように

なっています。 

企業も経営的に追い詰められてくると、休みをちゃんと取っ

てもらえなかったり、無理をしててでも(出勤する)となってく

ると、退職も視野に入れなければならず、そういうところで、

ちゃんと治療が受けられない方に、毎週毎週遭遇する感じです。 

自殺対策でも企業への取組は、一番難しく、一番地道にして

いかなければいけないことだと思っています。行政機関自らも

そうですし、町内の様々な企業もそうですし、例外はもうない

と思います。 

中小企業は大変だという時代はもう終わってると思ってい

て、そこの対策に関して、地道な取組を具体的に進めていくこ

と、今までしている、予算や高齢者に関するノウハウが十分に

使えると思います。 

ここをしっかり進めながら社会の在り方を問うていかない

と、小手先のことでは通用しないという現状が見えています。 

あまりに深刻だなと思いますので、是非ここを具体的に進め

ていただけたらと思っています。 

 

ありがとうございました。 

企業が大事だと言われたので、商工会の埜下委員から、御意



発言者 発言内容 

 

 

埜下委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒地課長補佐 

 

 

 

猪野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見いただいてもいいですか。 

 

立場でも全然違うし、その人その人の生活にもよると思いま

す。実際に人員が少なくて、すごい忙しいということは聞いて

ます。たまたまこの間対応した件があったのですが、まだあま

り仕事を理解できていないうちに現場に出て、不安になってし

まう面があるのではないかと思います。 

その時は、その子ではなく、委託した業者の対応が悪かった

ので、これではいけないと注意をしたのですけど、そのときに

も、気が弱い子ならいけないと思って、あまり強くは言えず、

上の人に報告をして対応してもらいました。 

本来なら、１年程度でも上の人が一緒に対応して仕事を覚え

ていけたら良いですが、なかなか難しい面もあるので、これか

ら少しずつ動いていったら良いのではということは言いまし

た。 

 

ありがとうございます。ほかに意見のある方はありますか。 

保健所の猪野委員、保健所の自殺対策は県もされていると思

いますが、意見をいただけますか。 

 

愛南町の強みを生かして、この現状に対して自殺対策をする

ということが非常に喫緊の課題であると思います。 

長野委員も先ほど言われたことですが、まず人口が少ないと

いうことは、関係機関それぞれが近い環境にあるということで、

相談しやすいとか、行政から民間まで、ここにいらっしゃる方

はきっと顔なじみの方ばかりではないかと思うのですが、そう

いった中で、自治体、精神科の診療所が一つ、そして公立病院

があるというこの存在が非常に、自殺対策には強みであると思

います。 

長野委員が言われた働く世代へのアプローチの仕方ですが、

一つ、ゲートキーパーの育成です。自治体、役場の職員という

のは、きっといろいろなところに入って、いろいろな企画をた

くさんして、旗振り役になることもありますし、異動もあるの

で、担当のときには少しセンチメンタルなことを勉強したとし

ても、違う係に行ったら全然違うことをされるので、是非この

ゲートキーパーの養成講座のような基本的なことは、全職員が

受講されて、来庁者の相談を受け入れる、そしてまた自分自身



発言者 発言内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒地課長補佐 

 

 

石川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒地課長補佐 

 

 

 

山口委員 

 

 

も、職場環境も含めてメンタルケアができるというのが、非常

に良いのかなと思います。 

それともう１点ですね。高齢者対策非常にされておりますが、

孤立というものがどの年齢層も問題で、配付されたプロファイ

ルでも、上位５位までに新しいデータ、「独居」ということが書

いてあります。孤立ということは、子供、大人、高齢者も含め、

自分のことも重く思うなど、メンタル面の不調がいろいろと起

こりやすいので、その辺りのケアが少し入ったら良いかなと思

います。 

以上です。 

 

ありがとうございます。 

よく協力していただく警察からもお話しを伺えますか。 

 

愛南警察署の石川です。 

自殺事案で警察が主に対応することといえば、他者の介在が

ないか、事件性の有無になるかと思います。その後の生活の支

援となると、若干テリトリー外と思いがちですけども、愛南に

着任して２年経ち、町や地方局で開催される会議に出席し、担

当職員の方がきめ細やかに対策を取り、いろいろなことをされ

てることを知りました。これを愛南警察署、全署員に展開する

ことが私の役目なのかなと思っています。 

それによって、警察での取扱い、交通事故から職務質問まで、

そういった自殺の予兆に関するものがあれば、情報を集約して

行政機関に提供することができます。そうすることが、警察官

が事件性の有無だけに限らずできることなのかなと感じていま

す。 

引き続き、関係機関と連携を強めて対応したいと思っていま

す。 

 

ありがとうございます。 

地域に根づいて活動されている民生委員の山口委員、一言い

ただいていいですか。 

 

はい、愛南町民協としては、毎年、独居の高齢者の訪問を、各

地域で行っていますが、いろいろな方がおられまして、もう二

度と来るなと言われる方もいますが、地域の人と一緒に緩やか



発言者 発言内容 

 

 

荒地課長補佐 

 

 

村上委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒地課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員一同 

 

荒地課長補佐 

 

 

 

 

委員一同 

 

に見守りができたらと考えてます。 

 

ありがとうございます。 

健康推進員の村上委員からもいいですか。 

 

今年初めて健康推進員をさせていただきました。 

連合会の介護協会で、いろいろなことで地域の方とつながり

合っていたなと思っています。今日はこの自殺というところに

選ばれてたので、すごく勉強になるというか、地域の方で一生

懸命しているのだなと痛感しました。 

以前高齢者の仕事をした時には、いろいろな家族の実態など

はよく見えたのですが、現役を離れて、私自身が高齢者として

ひきこもりになっていくのではないかなと思って、できるだけ

外へ出ていきたいとは思っています。 

今日この勉強会は大変参考になります。答えが出ませんが、

すいません。 

 

ありがとうございます。 

顔の見える関係で皆様と連携していけたら良いなと思ってい

ます。町も頑張っていきたいと思います。 

先ほども少し説明しましたが、自殺対策計画の見直しの時期

を健康増進計画と一体的にするということで、１年間延長し、

令和８年度の見直しを令和９年度にさせていただきたいと思っ

ています。 

今の計画は、令和８年度も継続していく予定にはなっている

のですが、それについて了解いただいたらと思うのですが、御

了解いただける方は挙手をお願いします。 

 

(挙手) 

 

ありがとうございます。 

計画は１年延長させていただきたいと思います。 

続きまして、協議事項(３)その他なのですが、その他何かあ

りませんか。大丈夫でしょうか。 

 

(意見なし) 

 



発言者 発言内容 

荒地課長補佐 以上で本日の協議は全て終了しました。 

熱心に御協議いただいて、それぞれのところで取り組めると

ころに取り組み、連携して、進めていただけたらと思いますの

で、皆様の一層の御協力をお願いします。 

以上をもちまして、令和７年度愛南町自殺対策検討委員会を

終了します。 

本日はありがとうございました。 

 


